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An Inquiry into Buddhist Teaching 諮詢仏法録 by Enni 円耳：His Ten Questions and

Poems by Master Shoun松雲大師

Tamami Furuse

A document titled An Inquiry into Buddhist Teaching（IBT）stored in Koshoji興聖

寺 in Kyoto has recently been made available to the public for the first time. It was

already known that Enni, the founder of Koshoji, had compiled some questions about Zen

Buddhism and showed IBT to a Korean monk, Master Shoun who had come to Japan in

order to negotiate the return of Korean hostages captured during the wars between Japan

and Korea in the late 17th century.

IBT is composed of 10 questions about the basic thought of Linji臨済 Zen school,

each of which includs the words “I ask for your judgement” while discussing the content

of Zen philosophy. In the 10
th

question, Enni revealed that he finally acquired true

understanding by the phrase “parting from thinking and things” in Qixinlun 起信論；he

also states the 6
th

Zen patriarch appeared to him during his meditation.

Enni submitted IBT to Master Shoun while the latter was staying at Honpoji 本法

寺 in Kyoto. According to some records, Master Shoun was very surprised to read it

because Enni had captured well the essence of Zen teaching. Master Shoun in return gave

Enni his poems. Master Shoun’s Collected Poems by Master Shimei（CPMS）四溟堂大師集
, contains six poems, organized into two groups of three under separate sub-headings.

The three poems in the first group under the sub-heading ‘Three Japanese monks visited

from Five-Mountain-Zen temples. I gave poems as asked about Buddhist teaching’were

probably written during his stay in Kyoto, because ‘asked about Buddhist teaching’refers

to IBT. Those three poems expound what self-awakening is and how it can be reached.

The three poems in the second group subtitled ‘Poems for Japanese teacher Enni’were

given to Enni either directly or possibly by his disciple a year after Master Shoun left

Japan. From these poems we get a clear understanding of Master Shoun’s personality;

humbleness, generosity and friendliness as a monk.

IBT is valuable not only as it reveals how much Enni, who converted from the

Nichiren school to Zen, was influenced by Zen, but also because it performed the

important role of improving the image of Japanese monks among Master Shoun and his

compatriots who had previously held negative feelings towards the Japanese as the result

of the recent wars.
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は
じ
め
に

筆
者
は
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
二
日
に
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
公
開
研
究
会
に
お

い
て
、「
新
資
料
興
聖
寺
開
山
円
耳
和
尚
撰
『
諮
詢
仏
法
録
』
に
つ
い
て
」
の
題
目
で

『
諮
詢
仏
法
録
』
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
ま
た
、
同
時
期
に
『
諮
詢
仏
法
録
』
の
翻
刻

（
註
を
含
む
)・
訓
読
及
び
解
題
は
、
私
家
版
『
興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念(1)』
に
掲
載
さ

せ
て
頂
い
た
。

本
論
で
は
上
記
の
発
表
内
容
及
び
解
題
を
基
に
、
更
に
詳
し
く
『
諮
詢
仏
法
録
』
の
内

容
、
及
び
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
廻
る
朝
鮮
僧
侶
惟
政
（
ま
た
は
松
雲
大
師(2)）
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
論
じ
る
。（
尚
、
本
論
で
は
、
漢
字
及
び
仮
名
は
通
行
字
体
、
新
仮
名
を
用
い
る
。
ま

た
『
諮
詢
仏
法
録
』、『
興
聖
開
山
虚
応
和
尚
行
状
』（『
行
状
』）
は
訓
読
文
を
掲
載
す
る
。）

一

『諮
詢
仏
法
録
』
に
つ
い
て

『諮
詢
仏
法
録
』
は
京
都
市
堀
川
興
聖
寺
に
蔵
さ
れ
た
興
聖
寺
開
山
和
尚
円
耳
撰
の
資

料
で
あ
る
。
筆
者
は
平
成
二
十
六
年
一
月
、
落
合
俊
典
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
興
聖
寺
で

当
資
料
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
さ
ら
に
当
時
の
住
持
長
門
玄
晃
和
尚
と
お
話
を
さ

せ
て
頂
く
幸
運
を
得
た
。
そ
の
後
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
古
写
経
研
究
所
に
よ
る
影

印
資
料
を
手
元
に
置
き
研
究
を
始
め
た
次
第
で
あ
る
。

1

書
誌
情
報(3
)

体
裁
は
、
楮
紙
、
巻
子
一
巻
、
一
紙
、
一
行
、
一
五
行
一
七
字
、
縦
三
二
・
五
セ
ン
チ
、

横
四
六
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
外
題
は
『
諮
詢
仏
法
録
』、
内
題
は
な
く
、
表
紙
も
な
い
。

奥
書
に
は
「
日
本
慶
長
第
十
龍
集
（
己
巳
）
暦
二
月
朔
日
沙
門
圓
耳
了
然
稽
首
和
南
」
と

あ
り
、
慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
二
月
一
日
に
、
興
聖
寺
開
山
円
耳
和
尚
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

題
目
『
諮
詢
仏
法
録
』
は
、
円
耳
に
関
わ
る
他
の
資
料
の
な
か
で
は
、『
仏
法
綱
要
十

則(4)』（『
続
日
本
高
僧
伝
』「
円
耳
伝
」）、『
諸
録
之
綱
要(5
)』（『

慈
眼
大
師
伝
記
』）、『
禅
宗
綱
領(6
)』

（『
四
溟
大
師
集
』）、『
仏
法
綱
要
十
條(7
)』（『

行
状
』）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
題
名
で
表
さ
れ
て

い
た
が
、
当
資
料
に
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

2

内
容
の
要
約(8)

内
容
の
形
式
は
一
〇
項
目
の
質
問
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
先
ず
各
質
問
内
容
を
端
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的
に
述
べ
、「
請
判
是
非
」（
是
非
を
判
ず
る
を
請
う
）
と
、
回
答
を
求
め
る
こ
と
ば
を
付
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
問
答
形
式
で
質
問
の
詳
し
い
内
容
を
示
し
、
内
容
の
是
非
や
円
耳
の

理
解
の
是
非
を
問
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
各
質
問
と
そ
の
内
容
の
要
略
は
以
下
の
如
く
で

あ
る
（『
諮
詢
仏
法
録
』
の
翻
刻
文
は
本
論
の
後
に
附
す
る
）。

①
見
性
は
悟
道
か
？

問
、
何
が
仏
？

答
、
即
心
是
仏
。
心
が
仏
。
心
が
無
念
な
ら
ば
一
切
衆
生
は
本
有
円
成
仏
で
あ
る
。

②
教
外
別
伝
と
は
？

問
、
教
外
別
伝
と
は
何
か
？

答
、
二
義
あ
り
。（
1
）
達
磨
大
師
の
受
法
は
以
心
伝
心
、
不
立
文
字
。
実
際
に
は
、

執
を
破
せ
ん
と
し
て
こ
の
言
葉
が
あ
る
。
文
字
を
離
れ
て
解
脱
を
説
く
わ
け
で
は

な
い
。『
金
剛
経
』
と
『
楞
伽
経
』
な
ど
が
良
い
例
で
あ
る
。（
宗
密
『
禅
源
諸
詮
集

都
序
』
よ
り
引
用
）（
2
）
本
来
の
姿
に
は
文
字
無
い
が
、
諸
宗
は
文
字
を
以
て
引

道
す
る
。

③
不
用
文
字
と
言
い
、
し
か
も
言
句
を
用
い
る
の
か
？

問
、
不
立
文
字
、
直
指
人
心
と
い
い
な
が
ら
、『
達
磨
三
論
』、『
信
心
銘
』、『
六
祖

壇
経
』、
禅
の
語
録
が
天
下
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。
何
が
教
外
別
伝
か
？

答
、
今
、
禅
の
言
句
は
繁
多
だ
が
、
仏
法
は
言
句
の
上
に
示
さ
な
い
。
す
べ
て
は

教
釈
、
仮
の
言
句
で
あ
る
。

問
、
そ
れ
な
ら
ば
、
諸
録
中
、
諸
の
大
乗
経
を
引
き
、
祖
意
を
述
べ
る
の
は
何
故

か
？

答
、
真
理
を
理
解
し
て
い
る
人
な
ら
ば
、
大
乗
経
論
の
こ
と
ば
と
達
磨
の
禅
と
は

ぴ
っ
た
り
と
は
合
う
こ
と
が
解
る
。

④
禅
門
の
本
分
は
生
仏
未
分
位
に
つ
い
て

問
、「
生
仏
未
分
位
」
は
教
門
と
同
じ
で
は
な
い
か
？

答
、
禅
は
す
ぐ
に
「
生
仏
未
分
位
」
の
境
地
に
入
る
。
教
門
は
段
階
的
に
本
分
に

入
る
と
言
う
。

⑤
禅
門
は
修
行
用
心
を
立
て
な
い
の
か
？

問
、
直
下
に
悟
解
し
た
と
し
て
も
凡
執
を
断
じ
難
い
。
ど
の
よ
う
に
本
分
に
入
る

の
か
？

答
、
禅
門
の
本
分
は
す
で
に
備
わ
っ
て
お
り
、
善
知
識
は
機
縁
を
見
て
直
下
に
大

悟
し
、「
即
心
即
仏
」、「
庭
前
の
柏
樹
子
」
な
ど
を
示
す
。
教
家
の
よ
う
な
修
行
用

心
と
は
同
じ
で
は
な
い
。

問
、
直
下
に
大
悟
し
て
も
凡
執
は
断
じ
が
た
い
。
ど
の
よ
う
に
修
行
せ
ず
し
て
本

分
と
一
体
化
で
き
る
の
か
。

答
、
修
行
を
借
り
ず
に
本
分
に
入
る
人
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
論
じ
な
い
。
方

便
中
に
方
便
を
、
修
証
中
に
修
証
を
立
て
な
い
。

⑥
法
界
平
等
は
「
無
解
」、「
無
証
」
の
な
か
に
、
仮
に
「
解
悟
」、「
証
悟
」
を
立
て
る

が
ど
う
か
？

問
、
本
分
を
「
解
了
」
す
る
の
は
易
し
い
が
、
本
分
を
「
証
」
す
る
の
は
難
し
い
。

本
分
に
到
れ
ば
、
相
は
断
絶
し
、
妄
想
の
熾
然
を
顚
倒
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、

仏
法
の
正
伝
と
は
、
大
慈
悲
を
も
っ
て
衆
生
を
施
利
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
う
、

理
解
す
べ
き
か
。
ま
た
、『
禅
源
集
』
の
中
に
「
漸
修
頓
悟
、
頓
修
漸
悟
、
漸
修
漸

悟
、
頓
修
頓
悟
」
と
あ
る
。
臨
済
宗
は
「
無
修
証
」
の
中
「
修
証
」
を
認
め
る
の

か
？
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問
、
日
本
の
昔
の
高
僧
ら
は
、
慧
能
禅
師
は
「
頓
悟
漸
修
」、
五
祖
以
下
は
「
本
来

無
一
物
」
と
「
頓
悟
」
し
、
そ
の
後
、
剃
髪
、
受
戒
し
て
仏
法
を
学
ぶ
こ
と
を

「
漸
修
」
と
言
う
。
こ
れ
は
正
し
い
の
か
？

ま
た
、
慧
能
禅
師
の
「
頓
悟
漸
修
」

に
属
す
人
は
、
本
分
と
は
分
際
を
理
解
す
る
こ
と
と
い
う
が
、
果
た
し
て
法
を
得

て
い
る
の
か
？

私
は
疑
問
に
思
っ
て
い
る
。
慧
能
禅
師
の
「
頓
悟
漸
修
」
に
属

す
人
は
い
っ
た
い
誰
が
「
頓
悟
頓
修
」
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
？

⑦
宗
密
禅
師
の
分
類
（
教
に
は
三
宗
を
立
て
、
禅
に
は
三
宗
を
立
て
、
配
對
し
て
相
符
す
）
を

臨
済
宗
は
認
め
る
の
か
？

問
、
宗
密
禅
師
の
三
教
と
三
宗
の
禅
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
円
見
を
得
る
と
い
う

が
、
臨
済
宗
は
認
め
る
か
？

答
、
教
は
文
字
を
以
て
顕
し
、
禅
門
は
不
立
文
字
、
直
に
本
分
を
示
す
。
両
者
は

同
じ
で
な
い
が
、
理
の
う
え
で
は
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑧
法
眼
宗
・
荷
沢
宗
は
心
を
以
て
名
と
し
、
知
を
以
て
本
体
と
す
る
。
臨
済
宗
は
こ
れ

を
認
め
る
る
か
？

問
、『
宗
鏡
録
』
や
『
禅
源
集
』
に
は
、
言
句
を
も
ち
い
ず
し
て
「
知
の
義
」、「
黙

し
て
心
印
を
伝
う
」
と
言
う
。
臨
済
宗
は
こ
れ
を
認
め
る
か
？

⑨
本
分
契
當
は
、
た
だ
一
仏
を
共
に
作
す
の
か
？

問
、『
宗
鏡
録
』
に
は
国
清
寺
（
天
台
宗
）
が
法
界
で
あ
り
、
住
寺
の
僧
侶
が
「
一

仏
」
と
言
う
。（
延
寿
の
考
え
は
）
禅
と
教
の
意
は
共
に
同
じ
で
あ
る
。
臨
済
宗
は

こ
れ
に
対
し
ど
の
よ
う
に
反
論
す
る
の
か
？

⑩
坐
禅
中
、
慧
能
禅
師
が
光
来
し
悟
道
を
印
可
す
る
こ
と
が
あ
る
か
？

私
は
慶
長
四
年
九
月
一
日
、
坐
禅
中
に
慧
能
禅
師
が
現
れ
「
汝
の
一
心
は
私
に
伝

わ
っ
た
。
汝
は
道
を
悟
っ
た
の
で
印
可
す
る
」
と
言
わ
れ
た
。
ま
た
、「
馬
鳴
菩
薩

に
依
れ
ば
心
体
が
念
・
相
・
語
を
離
れ
た
者
は
道
を
悟
る
と
言
う
。
汝
は
本
当
に

禅
師
か
」
と
の
問
い
に
、
私
は
「
本
来
無
念
相
、
本
来
円
成
仏
」
と
答
え
る
と
、

「
汝
は
法
を
伝
え
、
相
続
す
べ
し
。
仏
の
種
を
断
絶
す
る
こ
と
な
か
れ
」
と
言
わ
れ

た
。

問
、
私
の
体
験
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
坐
禅
中
に
印
可
さ
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
？

ま
た
、
こ
の
禅
の
道
に
出
会
い
、
ま
す
ま
す
信
じ
る
べ
き
か
？

私
は
『
起
信
論
』
を
閲
覧
し
十
九
歳
で
出
家
し
た
。
天
台
宗
を
十
年
勤
勉
し
、
あ

ら
ゆ
る
経
論
を
誦
読
し
た
。
そ
の
後
、
学
徒
に
天
台
教
学
を
十
二
年
講
じ
た
。
し

か
し
、
教
綱
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
仏
の
法
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
と

き
『
起
信
論
』
の
「
離
念
相
」
の
句
に
了
解
し
た
。
そ
れ
か
ら
禅
語
録
五
十
部
を

読
み
『
起
信
論
』
の
解
を
験
得
す
る
。
坐
禅
工
夫
を
し
て
霊
瑞
を
み
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
、
私
は
幸
い
に
も
万
里
を
渡
ら
ず
し
て
大
師
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
よ
う
な
徳
を
ど
う
思
え
ば
よ
い
の
か
？

以
上
一
〇
項
目
か
ら
、『
諮
詢
仏
法
録
』
の
内
容
は
基
本
的
に
臨
済
禅
に
つ
い
て
の
質

問
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
大
乗
起
信
論
』、『
六
祖
壇
経
』、『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』、

『
宗
鏡
録
』
な
ど
の
伝
統
的
な
禅
書
を
引
用
し
て
、
円
耳
の
禅
宗
理
解
が
間
違
っ
て
い
な

い
か
を
質
問
し
て
い
る
。
第
一
〇
条
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
円
耳
は
一
九
歳
で

出
家
し
（
日
蓮
宗
に
入
門
し(9)）、
台
教
を
勤
勉
し
講
じ
て
き
た
が
、
教
網
を
脱
す
る
こ
と
が

で
き
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、『
起
信
論
』
の
「
離
念
相
」
の
句
に
真
の
理
解
を
得
、
以
後
、

禅
録
五
〇
部
を
誦
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
円
耳
に
は
特
に
直
接
禅
宗
の
師
を
も
た
ず
し

て
、
書
物
を
読
ん
で
禅
宗
に
転
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
朝
鮮
で
名
声
の
あ
る
松

雲
大
師
来
日
に
合
わ
せ
て
自
身
の
禅
宗
理
解
が
正
し
い
か
否
か
を
質
問
す
る
。
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『諮
詢
仏
法
録
』
の
質
問
内
容
は
、
第
一
条
か
ら
第
六
条
ま
で
が
、
基
本
的
な
臨
済
禅

に
関
す
る
項
目
（「
即
心
是
仏
」、「
教
外
別
伝
」、「
不
用
文
字
」
等
）
に
関
す
る
質
問
で
あ
る
。

第
七
条
及
び
第
八
条
は
、
荷
沢
宗
の
宗
密
、
法
眼
宗
の
延
寿
が
「
知
」
を
立
て
る
こ
と
に

対
す
る
臨
済
宗
の
理
解
を
尋
ね
る
。
ま
た
、
第
九
条
で
は
、
理
の
上
で
は
禅
宗
も
教
学
も

意
は
同
じ
で
は
な
い
か
と
質
問
す
る
。
最
後
第
一
〇
条
で
は
、
円
耳
が
『
起
信
論
』
に
お

け
る
「
離
相
念
」
に
深
く
感
じ
入
り
、
悟
り
に
至
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
円
耳
自
身
が
坐
禅

を
通
じ
て
得
た
慧
能
と
の
や
り
取
り
が
、
禅
宗
へ
傾
倒
し
て
い
っ
た
こ
と
を
吐
露
し
て
い

る
。ま

た
、
夙
に
円
耳
は
松
雲
大
師
に
仏
法
質
問
書
を
示
し
て
い
た
こ
と
は
上
述
の
如
く
知

ら
れ
て
い
た
が
、
第
一
〇
条
後
半
部
分
に
は
、

予
、
今
、
幸
に
萬
里
を
渡
ら
ず
し
て
、
坐
し
て
径
山
大
善
知
識
に
値
う
。
世
の
因
縁

に
宿
ら
ず
し
て
、
何
が
此
の
事
を
預
か
る
。
大
慈
悲
を
垂
れ
、
大
法
を
し
て
伝
授
を

せ
し
む
。
其
の
徳
は
何
が
思
量
す
べ
き
や
。

と
あ
り
、「
坐
し
て
径
山
大
善
知
識
に
値
う
」
と
叙
し
て
い
る
。「
径
山
」
と
は
『
慈
眼
大

師
伝
記
』
に
「
高
麗
僧
径
山
惟
政
大
師()」
と
あ
る
ほ
か
、
興
聖
寺
蔵
「
松
雲
大
師
肉
筆
墨

10

跡
」
五
点
の
う
ち
一
点
の
最
後
に
は
「
経マ
マ

山
後
孫
四
溟
松
雲
頓(
)」

と
あ
り
、
松
雲
大
師
は

11

自
身
を
「
径
山
」
と
称
し
て
い
る
。
径
山
は
中
国
五
山
の
一
つ
で
、
禅
門
の
大
道
場
興
聖

万
寿
禅
寺
が
あ
り
、
臨
済
宗
の
高
僧
円
悟
、
大
慧
、
無
準
な
ど
が
禅
の
修
行
を
し
た
臨
済

宗
の
本
山
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
松
雲
大
師
は
自
ら
を
「
径
山
」
と
云
う
こ
と
で
、
臨
済
宗

の
流
れ
を
く
む
弟
子
と
自
負
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
径
山
大
善
知
識
に
値
う
」
と

は
、
確
か
に
円
耳
が
松
雲
大
師
に
会
い
、
質
問
書
で
あ
る
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
呈
示
し
た

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

3

『諮
詢
仏
法
録
』
と
松
雲
大
師

前
述
の
よ
う
に
『
諮
詢
仏
法
録
』
は
正
に
円
耳
が
松
雲
大
師
へ
宛
て
て
書
い
た
禅
門
に

関
す
る
質
問
書
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
、
最
後
の
奥
書
の
年
月
日
を
見
る

と
、「
日
本
慶
長
第
十
龍
集
乙
巳
暦
二
月
朔
日
沙
門
圓
耳
了
然
稽
首
和
南
」
と
な
っ
て
い

る
。「
慶
長
第
十
龍
集
（
乙
巳
）
暦
二
月
朔
日
」
と
は
「
慶
長
十
年
二
月
一
日
」
で
あ
る

が
、
恐
ら
く
こ
の
日
に
円
耳
が
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
書
き
終
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
、
円
耳
が
松
雲
大
師
に
面
会
（『
諮
詢
仏
法
録
』
を
提
示
）
し
た
日
に
ち
は
不
詳
で
あ
る

が
、
松
雲
大
師
は
慶
長
九
年
十
二
月
二
十
七
日()に
京
都
に
到
着
、
本
法
寺
に
投
宿
し
、
三

12

ヶ
月
後
の
三
月
二
十
七
日
に
京
都
を
離
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
円
耳
が
対
面
し
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

松
雲
大
師
が
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
高
く
評
価
し
て
い
る
点
は
、『
行
状
』
に
「
雲
、
書

を
接
し
て
嗟
嘆
し
て
曰
（
く
）。
日
域
に
明
眼
の
人
有
る
か
な(
)。」、『

続
日
本
高
僧
伝
』

13

「
円
耳
伝
」
に
「
雲
接
㆑

書
。
嗟
嘆
曰
。
日
域
有
㆓

明
眼
人
㆒

哉()。」、『
慈
眼
大
師
伝
記
』
に

14

「
問
答
往
復
文
筆
走
㆑

玉
、
政
大
師
大
器
㆓

許
焉(
)弌

」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
松
雲

15

大
師
が
円
耳
に
印
可
を
与
え
た
こ
と
は
、『
行
状
』
に
「
答
書
に
其
の
所
証
を
印
し
、
大

い
に
虚
応
の
二
字
を
書
し
て
、
師
に
与
え
て
字
と
為
せ
り()。」、
ま
た
『
続
日
本
高
僧
伝
』

16

「
円
耳
伝
」
に
は
「
答
書
印
㆓

其
所
証
。
大
書
㆓

虚
応
二
字
㆒

附
㆑

之(
)。」

と
あ
り
、
松
雲
大
師

17

は
円
耳
の
『
諮
詢
仏
法
録
』
に
対
し
、
答
書
と
し
て
円
耳
に
「
虚
応
」
の
二
字
を
与
え
た

わ
け
で
あ
る
。

4

教
禅
一
致
と
松
雲
大
師

円
耳
は
『
諮
詢
仏
法
録
』
の
第
九
条
に
は
『
宗
鏡
録
』
か
ら
引
用
し
た
一
文
を
掲
載
し

た
後
、「
禅
と
教
の
意
は
共
に
同
じ
な
り
」
と
言
い
、「
臨
済
宗
に
於
い
て
如
何
が
之
を
辨
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ず
や
」
と
質
問
し
て
い
る
。
円
耳
は
教
外
別
伝
に
よ
る
禅
の
体
得
の
必
要
性
と
同
時
に
、

諸
教
に
示
す
仏
教
理
論
の
正
当
性
も
認
め
て
い
る
。
元
々
優
秀
な
学
僧
と
し
て
天
台
教
学

の
講
師
を
勤
め
て
い
た
円
耳
が
禅
門
に
興
味
を
持
ち
、
禅
籍
を
研
究
し
禅
宗
に
傾
倒
し
て

い
っ
た
わ
け
だ
が
、『
宗
鏡
録
』
に
当
た
り
「
禅
も
教
も
詰
ま
る
と
こ
ろ
に
違
い
が
無
い
」

と
述
べ
る
延
寿
の
考
え
に
影
響
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
実
は
松
雲
大
師
も
禅

僧
で
あ
り
な
が
ら
、
師
の
西
山
大
師
休
静
の
い
う
「
捨
教
入
禅
」
と
は
異
な
り
「
教
派
」

に
あ
っ
た
と
言
う()。
果
た
し
て
、
円
耳
が
ど
こ
ま
で
松
雲
大
師
の
考
え
方
を
知
っ
て
『
諮

18

詢
仏
法
録
』
を
書
い
た
か
は
判
ら
な
い
が
、
円
耳
は
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
書
い
た
後
、
天

台
宗
天
海
和
尚
（
慈
眼
大
師
）
と
交
流
を
持
ち
、
教
禅
一
致
を
説
く
長
楽
寺
葉
上
派
の
門

下
に
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
か
ら()、
両
者
の
間
に
は
禅
と
共
に
教
学
の
重
要
性
も
共
通
の

19

認
識
と
し
て
有
し
て
い
た
と
推
察
で
き
よ
う
か
。

二

松
雲
大
師
の
詩
文

円
耳
が
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
松
雲
大
師
に
提
示
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
松
雲
大
師
が
円

耳
に
詩
文
を
一
篇
贈
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
行
状
』
で
示
さ
れ
て
い
る
。

十
年
孟
春
、
径
山
の
三
十
七
世
松
雲
大
師
、
朝
鮮
よ
り
来
る
。
旨
有
（
り
）
て
、
都

下
の
本
法
寺
に
館
す
。
師
、
思
惟
す
ら
く
、
従
上
の
諸
師
、
法
の
為
に
山
川
を
踏
み
、

滄
波
を
渉
る
。
我
れ
今
幸
（
い
）
に
万
里
を
踰
え
ず
し
て
、
坐
（
し
な
が
）
ら
異
朝

の
宗
師
を
迎
う
。
宿
に
良
因
を
植
る
に
非
ん
ば
、
争
か
萍
水
相
逢
う
を
得
ん
や
。
便

ち
仏
法
の
綱
要
十
条
を
述
（
べ
）
て
、
南
禅
の
仙
巣
長
老
を
价
し
て
、
雲
に
諮
詢
す
。

雲
、
書
を
接
し
て
嗟
嘆
し
て
曰
（
く
）。
日
域
に
明
眼
の
人
有
る
か
な
。
乃
ち
答
書

に
其
の
所
証
を
印
し
、
大
（
い
）
に
虚
応
の
二
字
を
書
し
て
、
師
に
与
え
て
字
と
為

（
せ
り
）。
其
の
説
に
曰
（
く
）、
日
本
国
円
耳
禅
師
、
南
禅
の
長
老
巣
公
に
因
り

（
て
）、
道
号
を
余
に
徴
む
。
虚
応
を
以
て
字
と
為
（
せ
り
）。
無
染
を
以
て
号
と
為

（
す
）。
観
音
大
士
返
聞
自
在
の
意
を
用
（
つ
）
て
な
り
。
唯
、
師
、
意
を
顧
（
み
）

て
心
に
存
せ
よ
。
仍
て
古
に
擬
し
て
、
近
体
一
篇
を
作
り
（
て
）、
以
て
法
眼
を
汚

す
。
幸
に
一
笑
せ
よ
や
。「
言
前
の
活
路
遅
留
す
る
こ
と
莫
れ
。
直
道
行
行
到
（
り
）

て
始
（
め
）
て
休
す
。
物
を
鑑
（
る
）
こ
と
沖
虚
に
し
て
所
住
無
く
、
機
を
回
る
こ

と
寂
照
に
し
て
由
る
攸
有
り
。
頂
門
に
眼
を
具
う
天
主
の
如
く
、
肘
後
に
符
を
懸
る

こ
と
国
候
に
似
た
り
。
世
を
度
し
生
を
済
（
い
）
て
幻
海
に
遊
ぶ
。
船
の
無
底
に
駕

し
て
波
頭
に
任
す
」
と()。
20

ま
た
、
ほ
ぼ
同
文
が
『
続
日
本
高
僧
伝
』「
円
耳
伝
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

十
年
正
月
。
松
雲
大
師
従
㆓

朝
鮮
㆒

来
。
有
㆑

旨
館
㆓

京
都
本
法
寺
弌
耳
便
述
㆓

仏
法
綱

要
十
則
弌
呈
㆓

于
雲
大
師
弌
雲
接
㆑

書
。
嗟
嘆
曰
。
日
域
有
㆓

明
眼
人
㆒

哉
。
乃
答
書

印
㆓

其
所
証
弌
大
書
㆓

虚
応
二
字
㆒

附
㆑

之
。
其
説
云
。
日
本
国
円
耳
禅
師
。
因
㆓

南
禅

師
老
巣
公
弌
徴
㆓

道
号
於
余
弌
以
㆓

虚
応
㆒

為
㆑

字
。
以
㆓

無
染
㆒

為
㆑

号
。
用
㆓

観
音
大
士

返
聞
自
在
意
㆒

也
。
唯
師
顧
㆑

意
而
存
㆑

心
焉
。
仍
擬
㆑

古
作
㆓

近
体
一
篇
弌
以
汗
㆓

法
眼
。

幸
一
笑
哉
。
言
前
活
路
莫
㆓

遅
留
弌
直
道
行
々
到
始
休
。
鑑
㆑

物
冲
虚
無
㆓

所
住
弌
回

㆑

機
寂
照
有
㆑

攸
㆑

由
。
頂
門
具
㆑

眼
如
㆓

天
主
弌
肘
後
懸
㆑

符
似
㆓

国
候
。
度
㆑

世
済
㆑

生

遊
㆓

幻
海
弌
駕
船
無
底
任
㆓

波
濤(
)弌
21

筆
者
は
上
記
の
詩
文
一
篇
が
、
興
聖
寺
に
「
松
雲
大
師
遺
墨
」
と
し
て
現
存
す
る
こ
と
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を
、
李
元
植
氏
の
論
文
「
講
和
使
僧
松
雲
大
師
と
日
朝
善
隣
外
交(
)」

で
知
っ
た
。
李
元
植

22

氏
は
「
松
雲
大
師
遺
墨
」
の
写
真
を
載
せ
、
そ
の
翻
刻
を
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
誤
り
も

あ
る
よ
う
な
の
で()、
筆
者
は
改
め
て
以
下
翻
刻
し
て
み
た
（
但
し
漢
字
は
通
行
文
体
に
改
め

23

た
）。日

本
国
権
大
僧
都
円
耳
禅
師

乃
本
国
教
師
也
因
南
禅
長
老
巣

公
徴
道
号
於
余
以
虚
応
為
字
以
無

染
為
号
用
観
音
大
士
返
聞
自

在
意
也
唯
師
顧
意
而
存
心
焉
仍

擬
古
作
近
体
一
篇
以
汚

法
眼
幸
一
笑
哉

言
前
活
路
莫
遅
留

直
道
行
々
到
始
休

鑑
物
冲
虚
無
所
住

回
機
寂
照
有
攸
由

頂
門
具
眼
如
天
主

肘
後
懸
符
似
国
候

度
世
済
生
遊
幻
海

駕
船
無
底
任
波
頭

経
山
後
孫
四
溟
松
雲
頓

恐
ら
く
、『
行
状
』
は
こ
の
興
聖
寺
に
蔵
し
て
あ
っ
た
「
松
雲
大
師
遺
墨
」
を
写
し
、

更
に
『
続
日
本
高
僧
伝
』
の
作
者
道
契
（
一
八
七
六
年
著
）
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、『
四
溟
堂
大
師
集()』（『
韓
国
佛
教
全
書
』
巻
八
に
所
収
）
に
は
、
松
雲
大
師

24

が
円
耳
に
贈
っ
た
と
思
わ
れ
る
詩
文
が
二
件
都
合
六
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
見
出

し
に
「
五
山
三
倭
僧
来
見

因
問
禅
宗
綱
領
以
無
頭
話
贈
」
で
あ
り
、
七
言
絶
句
の
詩
文

が
三
首
書
か
れ
て
い
る
。「
五
山
三
倭
僧
」
と
は
、
恐
ら
く
秀
吉
・
家
康
の
外
交
僧
で
あ

っ
た
相
国
寺
の
臨
済
僧
西
笑
承
兌
が
一
人
目
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。『
鹿
苑
日
録
』「
慶
長

十
年
正
月
か
ら
三
月
」
に
は
、
承
兌
が
松
雲
大
師
が
滞
在
し
て
い
る
本
法
寺
を
何
度
か
訪

れ
て
い
る
記
録
が
あ
る
。
二
人
目
は
、『
行
状
』
に
「
日
本
国
円
耳
禅
師
、
南
禅
の
長
老

巣
公
に
因
り
て
、
道
号
を
余
に
徴
む
。
虚
応
を
以
て
字
と
為
せ
り
。
無
染
を
以
て
号
と
為

す(
)。」、

ま
た
『
続
日
本
高
僧
伝
』「
円
耳
伝
」
に
「
日
本
国
円
耳
禅
師
。
因
㆓

南
禅
師
長
老

25巣
公
弌
徴
㆓

道
号
於
余
弌
以
㆓

虚
応
㆒

為
㆑

字
。
以
㆓

無
染
㆒

為
㆑

号()。」
と
あ
り
、
朝
鮮
と
の
交

26

渉
役
を
し
て
い
た
臨
済
僧
景
徹
玄
蘇
が
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
三
人
目
が
「
禅
宗
綱

領
」
つ
ま
り
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
提
出
し
た
円
耳
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。「
三
倭
僧

来
見
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
三
首
の
七
言
絶
句
を
そ
れ
ぞ
れ
の
僧
侶
に
一
首
ず
つ
贈
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
因
問
禅
宗
綱
領
」
と
あ
る
の
で
、
明
ら
か
に
円
耳
に
『
諮
詢

仏
法
録
』
に
対
す
る
回
答
詩
文
と
思
わ
れ
、
三
首
と
も
円
耳
に
贈
っ
た
と
考
え
た
方
が
自

然
か
と
思
わ
れ
る()。「
以
無
頭
話
贈
」
と
あ
る
が
「
以
無
話
頭
贈
」
の
誤
り
で
は
な
い
だ

27

ろ
う
か
。「
以
無
話
頭
」
つ
ま
り
「
公
案
を
用
い
ず
に
」
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
二
つ

目
の
見
出
し
は
「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
円
耳
に
贈
っ
た
詩
文
で
あ

る
。
七
言
律
詩
の
詩
文
が
一
首
、
七
言
絶
句
の
詩
文
が
二
首
書
か
れ
て
い
る
。
上
記
「
松

雲
大
師
遺
墨
」
と
同
様
の
詩
文
は
「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」
の
第
一
番
目
の
七
言
律
詩
の

一
首
に
当
た
る
。
し
か
し
、
数
カ
所
の
語
句
が
上
記
の
も
の
と
は
異
な
る
。
以
下
、『
四

溟
堂
大
師
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
詩
文
を
示
す
（
□
で
囲
っ
た
語
句
が
上
記
「
松
雲
大
師

遺
墨
」
と
は
異
な
る
）。

帰
家
活
路
莫
遅
留

直
透
威
音
那
畔
休
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鑑
物
冲
虚
無
所
在

回
機
寂
照
有
来
由

頂
門
具
眼
如
天
主

肘
後
懸
符
以
国
候

浮
世
度
生
遊
幻
海

駕
船
無
底
任
波
頭()28

｢松
雲
大
師
遺
墨
」
は
松
雲
大
師
自
筆
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
が
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
あ
る
こ
と
は
疑
問
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
一
方
、『
四
溟
堂
大
師
集
』
は
一
六
一
二
年
、

松
雲
大
師
の
弟
子
恵
球
が
書
き
取
っ
て
編
集
・
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
誤
謬
ま
た

は
修
正
が
施
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う(
)。
29

今
、
松
雲
大
師
か
ら
円
耳
に
贈
ら
れ
た
「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」
の
第
一
番
目
の
七
言

律
詩
を
読
み
取
っ
て
み
よ
う()。
先
ず
は
、「
松
雲
大
師
遺
墨
」
に
書
か
れ
た
詩
文
を
示
し
、

30

訓
読
文
・
現
代
語
訳
を
付
す
。

第
一
首

言
前
活
路
莫
遅
留

直
道
行
々
到
始
休

鑑
物
冲
虚
無
所
住

回
機
寂
照
有
攸
由

頂
門
具
眼
如
天
主

肘
後
懸
符
似
国
候

度
世
済
生
遊
幻
海

駕
船
無
底
任
波
頭

言
前
の
活
路
、
遅
留
す
る
こ
と
莫
れ
。
直
道
行
く
行
く
到
て
始
て
休
せ
ば
、

物
を
鑑
る
こ
と
冲
虚
に
し
て
所
住
無
く
、
機
を
回
ら
す
こ
と
寂
照
に
し
て
由
攸
有
り
。

頂
門
に
眼
を
具
す
る
こ
と
天
主
の
如
く
、
肘
後
に
符
を
懸
る
こ
と
国
候
に
似
た
り
。

世
を
度
し
生
を
済
い
て
幻
海
に
遊
び
、
駕
船
に
底
無
く
し
て
波
頭
に
任
す
。

こ
と
ば
で
言
い
表
せ
な
い
道
を
進
む
と
き
は
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
い
け
な
い
。
真
っ

直
ぐ
に
行
け
ば
、
も
う
大
丈
夫
だ
。
も
の
ご
と
は
空
で
ど
こ
に
も
な
い
。
物
に
接
し

て
も
住
す
る
所
は
無
い
。
機
が
め
ぐ
っ
て
寂
照
が
当
た
れ
ば
、
そ
の
理
由
が
分
か
だ

ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
天
主
の
よ
う
に
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
眼
を
持
ち
、
国
王
の
よ
う

に
立
派
な
装
飾
品
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
の
世
を
生
き
る
こ
と
は
幻
海

に
漂
う
よ
う
な
も
の
だ
。
底
の
抜
け
た
船
に
乗
り
、
波
に
身
に
任
せ
よ
う
か
。（
行

く
べ
き
道
を
真
っ
直
ぐ
進
み
な
さ
い
。
全
て
の
も
の
が
空
だ
と
解
っ
た
ら
、
も
う
自
由
自
在

だ
。
こ
の
世
を
泰
然
と
生
き
て
ゆ
こ
う
。）

次
に
『
四
溟
堂
大
師
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
詩
文
「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」
の
第
一
首
を

示
す
。帰

家
活
路
莫
遅
留

直
透
威
音
那
畔
休

鑑
物
冲
虚
無
所
在

回
機
寂
照
有
来
由

頂
門
具
眼
如
天
主

肘
後
懸
符
以
国
候

浮
世
度
生
遊
幻
海

駕
船
無
底
任
波
頭

帰
家
の
活
路
、
遅
留
す
る
こ
と
莫
れ
。
直
に
威
音
那
畔
を
透
り
休
せ
ば
、

物
を
鑑
る
こ
と
冲
虚
に
し
て
所
在
無
く
、
機
を
回
ら
す
こ
と
寂
照
し
て
由
来
有
り
。

頂
門
に
眼
を
具
す
る
こ
と
天
主
の
如
し
、
肘
後
に
符
を
懸
る
こ
と
国
候
以
え
。

世
に
浮
か
び
生
を
度
し
て
幻
海
に
遊
び
、
駕
船
に
底
無
く
し
て
波
頭
に
任
す
。

家
（
本
来
の
あ
る
べ
き
所
）
に
帰
る
に
は
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
い
け
な
い
。
真
っ
直
ぐ
に
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父
母
も
未
だ
生
ま
れ
な
か
っ
た
と
き
の
、
あ
な
た
の
本
当
の
す
が
た
に
戻
れ
ば
も
う

大
丈
夫
。
物
に
接
し
て
も
、
空
で
あ
る
か
ら
住
す
る
所
は
無
い
。
機
が
め
ぐ
っ
て
寂

照
が
当
た
れ
ば
、
そ
の
理
由
が
分
か
だ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
天
主
の
よ
う
に
頭
の

て
っ
ぺ
ん
に
眼
を
持
ち
、
国
王
の
よ
う
に
立
派
な
装
飾
品
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
も

の
だ
。
こ
の
世
を
生
き
る
こ
と
は
幻
海
に
漂
う
よ
う
な
も
の
だ
。
底
の
抜
け
た
船
に

乗
り
、
波
に
身
に
任
せ
よ
う
か
。（
行
く
べ
き
道
を
真
っ
直
ぐ
進
み
な
さ
い
。
全
て
の
も

の
が
空
だ
と
解
っ
た
ら
、
も
う
自
由
自
在
だ
。
こ
の
世
を
泰
然
と
生
き
て
ゆ
こ
う
。）

上
記
の
一
首
は
、『
行
状
』
の
註
（
1
）
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
宏
智
禅
師
広

禄()』
に
納
め
ら
れ
て
い
る
詩
文
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。
禅
僧
と
し
て
精
進
し
て
本
来
行

31く
べ
き
所
へ
到
達
す
れ
ば
、
自
身
が
自
由
自
在
に
な
れ
る
こ
と
を
説
く
。

『四
溟
堂
大
師
集
』
所
収
の
「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」
の
内
、
残
り
の
二
首
は
興
聖
寺

蔵
「
松
雲
大
師
遺
墨
」
に
も
『
行
状
』
に
も
『
続
日
本
高
僧
伝
』「
円
耳
伝
」
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。
松
雲
大
師
が
最
初
の
一
篇
に
加
え
て
、
京
都
に
滞
在
中
に
円
耳
に
贈
っ

た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
帰
国
し
て
か
ら
円
耳
を
想
っ
て
創
作
し

た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
文
の
内
容
を
味
わ
っ
て
み
た
い
。

第
二
首

参
禅
須
破
祖
師
関

縛
虎
拏
龍
莫
等
閑

直
得
驚
天
動
地
去

此
時
方
得
至
家
山()32

参
禅
は
須
く
祖
師
の
関
を
破
す
べ
し
。
虎
を
縛
り
龍
を
拏と
ら

え
ん
に
、
等
閑
な
る
こ
と

莫
れ
。

直
に
驚
天
動
地
し
得
去
す
れ
ば
、
此
時
、
方
に
家
山
に
至
る
を
得
べ
し
。

参
禅
と
は
祖
師
の
設
け
た
関
門
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
虎
を
縛

り
、
龍
を
捉
え
る
の
に
ボ
ヤ
ッ
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
直
接
、
天
を
驚
か
し
地
を
動

か
し
て
み
な
さ
い
。
こ
の
時
こ
そ
、
家
（
本
来
あ
る
べ
き
所
）
へ
帰
る
こ
と
が
で
き

る
。（
祖
師
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
を
次
々
と
破
っ
て
い
き
な
さ
い
。
そ
ん
な
中
で
あ
な
た

の
心
が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
と
き
、
本
来
あ
る
べ
き
所
に
到
達
す
る
。）

第
三
首

客
路
逢
新
歳

寒
梅
海
国
春

朝
来
攬
明
鏡

白
髪
是
何
人()33

客
路
、
新
歳
に
逢
う
。
寒
梅
、
海
国
の
春
。

朝
来
、
明
鏡
を
攬と

る
。
白
髪
是
れ
何
人
。

私
は
旅
を
し
て
い
る
時
に
新
年
に
な
っ
た
。
寒
梅
が
咲
い
た
海
の
国
（
日
本
）
は
春
。

朝
が
来
て
、
私
は
鏡
を
取
っ
て
自
分
を
見
る
と
老
人
が
い
る
で
は
な
い
か
。
一
体
こ

れ
は
何
者
な
の
か
。（
日
本
へ
行
っ
て
、
あ
な
た
の
よ
う
な
悟
り
の
境
地
に
到
っ
た
人
に
会

え
て
大
変
嬉
し
い
。
あ
な
た
と
私
は
同
じ
境
地
に
い
な
が
ら
別
々
で
あ
る
。）

第
二
首
は
禅
僧
と
し
て
仏
の
教
え
を
自
分
自
身
で
獲
得
す
る
手
法
を
示
す
。「
参
禅
須

く
祖
師
の
関
を
破
る
」
と
は
、
祖
師
か
ら
与
え
ら
れ
る
課
題
を
突
破
す
る
こ
と
で
、
自
身
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の
心
が
大
変
革
を
起
こ
し
、
つ
い
に
本
来
あ
る
べ
き
所
へ
到
る
こ
と
を
説
く
。
恐
ら
く
、

公
案
禅
を
念
頭
に
置
い
た
臨
済
禅
の
手
法
で
あ
る
。
ま
た
、
円
耳
が
『
諮
詢
仏
法
録
』
第

一
〇
条
で
「
禅
禄
五
〇
余
部
を
集
め
之
を
誦
し
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祖
師
伝
な

ど
に
囚
わ
れ
る
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
禅
宗
の
修
行
、
つ
ま
り
他
人
の

書
い
た
こ
と
ば
な
ど
に
左
右
さ
れ
ず
、
自
分
自
身
で
摑
み
取
っ
て
、
本
来
あ
る
べ
き
所
へ

到
達
し
て
欲
し
い
と
願
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

第
三
首
は
、
実
に
心
が
温
ま
る
一
首
で
あ
る
。
松
雲
大
師
は
秀
吉
に
よ
っ
て
二
度
も
母

国
を
戦
禍
に
見
舞
わ
さ
れ
、
日
本
や
日
本
人
に
対
し
強
い
憎
し
み
を
抱
い
て
い
て
も
不
思

議
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
松
雲
大
師
は
そ
の
戦
後
処
理
の
為
に
敵
国
で
あ
る
日
本
へ
や

っ
て
来
て
い
る
わ
け
だ
が
、
詩
文
か
ら
読
め
る
松
雲
大
師
の
日
本
人
に
対
す
る
態
度
や
心

根
は
極
め
て
温
か
く
深
い
も
の
で
あ
る
。
松
雲
大
師
は
円
耳
以
外
に
も
承
兌
、
玄
巣
、
元

佶
等
々
、
多
数
の
詩
文
を
贈
っ
て
い
る
が
、
敵
国
人
と
し
て
恨
み
辛
み
な
ど
を
吐
く
の
で

は
な
く
、
人
と
し
て
敬
意
を
払
っ
て
接
し
て
い
る
こ
と
が
頷
け
る
。
何
宇
鳳
氏
は
「
同
じ

臨
済
宗
派
の
僧
侶
と
会
い
、
虚
心
坦
懐
な
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る()」、「
彼
ら
は
同
じ

34

仏
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
人
間
的
交
流
を
通
し
て
、
お
互
い
に
深
い
信
頼
を
分
か
ち
合

う
関
係
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る()」
と
述
べ
て
い
る
。
更
に
、
松
雲
大
師
は
自
身
と
円
耳
が

35

同
じ
さ
と
り
の
境
地
を
知
る
仲
間
で
あ
る
と
同
時
に
、
や
は
り
別
々
の
個
人
で
あ
る()こ
と

36

を
最
後
の
一
句
「
白
髪
是
れ
何
人
」
で
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、『
四
溟
堂
大
師
集
』
に
は
「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」
の
他
に
「
五
山
三
倭
僧
来

見

因
問
禅
宗
綱
領
以
無
頭
話
贈
」
に
七
言
絶
句
の
詩
文
三
首
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
上

述
し
た
よ
う
に
「
禅
宗
綱
領
」
と
は
、
円
耳
が
提
示
し
た
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
指
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。『
諮
詢
仏
法
録
』
の
中
で
十
の
項
目
を
立
て
「
請
判
是
非
」（
是
非
を

判
ず
る
を
請
う
）
と
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
は
そ
れ
ら
に
対
す
る
松
雲
大
師
の
返
答
を
詩
文

に
し
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う()。
そ
の
三
首
を
見
て
み
よ
う
（
原
文
、
訓
読
文
、
現
代
語

37

訳
の
順
で
示
す
）。

第
一
首

人
人
脚
下
活
獅
子

誰
怕
南
山
鼈
鼻
蛇()38

一
口
倘
能
吞
海
尽

珊
瑚
帯
月
出
滄
波(
)
39

人
人
の
脚
下
に
、
活
獅
子
あ
り
。
誰
か
南
山
の
鼈
鼻
蛇
を
怕
れ
ん
。

一
口
に
倘も

し
能
く
海
を
吞
飲
み
尽
く
さ
ば
、
珊
瑚
は
月
を
帯
び
て
滄
波
か
ら
出
で
ん
。

一
人
一
人
の
脚
の
下
に
活
き
活
き
と
し
た
ラ
イ
オ
ン
（
自
己
）
が
い
る
。
誰
が
南
山

の
毒
蛇
（
雪
峰
禅
＝
峻
烈
の
禅
）
を
怕
れ
る
か
。
も
し
一
口
で
海
の
水
を
飲
み
尽
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
珊
瑚
は
月
を
伴
っ
て
波
か
ら
出
て
こ
よ
う
。（
他
人
の
作
り
出
し
た

概
念
な
ど
に
心
を
囚
わ
れ
ず
、
己
自
身
が
全
力
で
つ
か
み
取
ろ
う
と
す
れ
ば
、
本
来
の
自
己

が
現
れ
る
。）

第
二
首

張
奉
活
把
悪
鉗
鎚()

打
破
野
狐
精(
)霊

窟

40

41

囗力
地
驚
天
動
地
来

肉
団
即
是
黄
金
骨(
)
42

張
奉
、
悪
鉗
鎚
を
活
把
し
、
野
狐
精
の
霊
窟
を
打
破
す
。

囗力
地
か
つ
と

、
驚
天
動
地
し
来
れ
ば
、
肉
団
即
ち
是
れ
黄
金
骨
。
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禅
の
師
匠
が
ひ
ど
い
課
題
を
持
ち
出
し
た
ら
、
禅
の
霊
窟
を
壊
し
な
さ
い
。
心
が
ガ

ラ
ッ
と
ひ
っ
く
り
返
れ
ば
、
自
分
自
身
が
黄
金
の
骨
と
な
る
。（
師
匠
か
ら
与
え
ら
れ

た
難
題
に
細
々
悩
ま
ず
、
今
ま
で
の
常
識
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
己
で
切
り
開
き
な
さ
い
。
そ

う
す
れ
ば
あ
な
た
自
身
が
仏
と
な
れ
る
で
し
ょ
う
。）

第
三
首

此
事
従
来
不
思
議

固
知
無
臭
又
無
声

吾
今
省
得
巌
頭
喝

驢
糞
逢
君
換
眼
睛()43

此
の
事
、
従
来
不
思
議
、
固
よ
り
知
る
無
臭
又
無
声
と
。

吾
、
今
、
省
得
す
、
巌
頭
の
喝
を
。
驢
糞
、
君
に
逢
う
て
眼
睛
を
換
ゆ
。

此
の
事
（
さ
と
り
）
は
も
と
も
と
不
思
議
で
あ
る
。
固
よ
り
臭
も
無
く
、
声
も
な
い

無
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
私
は
今
、
は
っ
と
気
が
つ
き
、
巌
頭
の
喝
の
意
味
を
得

た
よ
う
な
気
分
だ
。
私
は
あ
な
た
に
会
っ
て
、
目
玉
を
取
り
替
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

（
禅
の
本
分
を
知
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
す
っ
か
り
忘
れ
か
け
て
い
た
。
し
か
し
、
今
あ
な

た
に
会
っ
て
喝
を
入
れ
て
頂
き
、
眼
が
醒
め
た
よ
う
だ
。）

こ
れ
ら
三
首
は
厳
し
さ
と
大
胆
な
喩
え
を
以
て
禅
の
道
を
示
し
て
い
る
。
松
雲
大
師
は

円
耳
に
参
禅
に
よ
っ
て
自
身
を
ガ
ラ
ッ
と
変
え
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
、
上
記
、
松
雲
大
師
が
円
耳
に
与
え
た
「
字
」
の
「
虚
応
」
は
、
松
雲
大

師
の
師
・
西
山
大
師
の
師
に
当
た
る
虚
応
堂
普
雨
大
師
か
ら
選
び
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
恐
ら
く
松
雲
大
師
が
円
耳
の
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
読
ん
で
、
円
耳
が
臨
済
宗
を
深
く

理
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
臨
済
宗
の
法
脈
に
繫
げ
る
目
的
が
あ
っ
た
と
推
察
で
き
よ

う
。
松
雲
大
師
は
自
身
を
「
径
山
三
十
七
世
」
と
云
い
、
承
兌
に
贈
っ
た
詩
文
の
中
で
は

「
係
出
同
宗
血
脈
通(
)」
と
、
同
じ
臨
済
宗
の
血
脈
が
あ
る
こ
と
を
大
事
に
考
え
て
い
た
と

44

云
え
る
で
あ
ろ
う()。
45

と
こ
ろ
で
、『
行
状
』
に
は
「
歳
を
彌
て
、
雲
の
徒
、
妙
見
禅
師
と
云
（
う
）
人
有

（
り
）
て
来
朝
す
。
一
日
師
を
訪
て
曰
（
く
）。
吾
が
翁
、
帰
後
、
話
、
日
東
の
事
に
及
ぶ

毎
に
、
未
だ
曽
て
公
を
称
せ
ず
と
云
う
（
こ
と
）
有
る
こ
と
無
し
。
故
に
来
（
た
り
）
て

謁
を
取
る
の
み
と
。
尋
師
に
伽
陀
一
篇
を
贈
る()」
と
あ
る
。
こ
の
『
行
状
』
の
松
雲
大
師

46

の
弟
子
の
「
妙
見
禅
師
」
に
つ
い
て
の
内
容
は
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
も
し
、
真
実
だ
と
す
れ
ば
、
松
雲
大
師
は
帰
国
し
て
か
ら
も
円
耳
を
思
い
出
し
、

詩
文
を
創
作
し
、
弟
子
を
遣
わ
せ
て
わ
ざ
わ
ざ
日
本
へ
贈
り
届
け
さ
せ
る
な
ど
、
俗
に
考

え
れ
ば
極
め
て
義
理
人
情
に
厚
い
人
柄
と
い
え
る
。
但
し
、
松
雲
大
師
は
仏
教
僧
侶
と
し

て
の
行
為
と
み
る
べ
き
で
、「
字
」
お
よ
び
「
号
」
を
授
け
た
円
耳
と
師
弟
関
係
を
結
ん

だ
間
柄
を
重
ん
じ
て
お
り
、
仏
法
に
深
く
帰
依
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
妙
見

禅
師
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
成
果
を
期
待
し
た
い
。

さ
て
、
松
雲
大
師
の
弟
子
妙
見
禅
師
が
松
雲
大
師
帰
国
後
、
再
び
円
耳
を
訪
れ
て
「
伽

陀
一
篇
」、
つ
ま
り
詩
文
一
篇
を
贈
っ
た
と
あ
り
、「『
四
溟
堂
大
師
集
』
に
収
め
ら
れ
て

い
る
円
耳
へ
与
え
た
詩
文
（「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」
の
三
首
と
「
五
山
三
倭
僧
来
見

因
問
禅

宗
綱
領
以
無
頭
話
贈
」
の
三
首
）
全
六
首
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
一
首
か
、
ま
た
は
複
数
な

の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
上
述
し
た
如
く
、
筆
者
は
「
五
山
三
倭
僧
来
見

因
問
禅
宗
綱
領

以
無
頭
話
贈
」
の
三
首
は
、
恐
ら
く
松
雲
大
師
が
京
都
に
逗
留
中
に
円
耳
の
『
諮
詢
仏
法

録
』
に
対
し
て
の
回
答
と
し
て
創
作
し
た
詩
文
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
一
方
、「
贈
日
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本
円
耳
教
師
三
」
の
三
首
ま
た
は
一
首
が
上
記
「
妙
見
禅
師
」
を
通
じ
て
松
雲
大
師
か
ら

新
た
に
贈
ら
れ
た
詩
文
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
内
容
か
ら
み
て
も
、
特
に
第
三

首
は
松
雲
大
師
が
日
本
滞
在
を
懐
か
し
む
よ
う
な
詩
文
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
松
雲

大
師
と
円
耳
の
間
で
詩
文
を
通
じ
て
禅
門
の
や
り
取
り
を
行
い
、
お
互
い
の
親
交
を
深
め

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

結
び
袂
袒
『
諮
詢
仏
法
録
』
の
資
料
的
意
義
袂
袒

こ
の
度
、
興
聖
寺
蔵
の
新
資
料
『
諮
詢
仏
法
録
』
を
翻
刻
・
注
釈
・
訓
読
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
江
戸
初
期
の
禅
宗
資
料
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
に
留
ま
ら
ず
、『
諮

詢
仏
法
録
』
の
歴
史
的
・
外
交
上
の
意
義
を
少
し
く
呈
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
以
下
に
述
べ
よ
う
。

第
一
に
円
耳
が
松
雲
大
師
に
提
出
し
た
「
禅
宗
綱
要
」
の
題
目
が
『
諮
詢
仏
法
録
』
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
内
容
は
一
〇
条
か
ら
構
成
さ
れ
、
概
ね

基
本
的
な
臨
済
禅
に
関
す
る
質
問
で
あ
る
。
円
耳
は
も
と
も
と
日
蓮
宗
の
僧
侶
と
し
て
、

教
学
特
に
天
台
学
を
中
心
に
学
び
、
後
輩
等
に
も
教
え
る
立
場
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、

『
起
信
論
』
の
「
離
念
相
」
に
及
び
、
仏
教
の
本
質
を
感
じ
て
禅
宗
に
改
宗
し
た
こ
と
も

明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
坐
禅
中
に
慧
能
禅
師
か
ら
印
可
を
受
け
る
体
験
を
述
べ
て
お

り
、
直
接
禅
宗
の
師
を
持
た
ず
に
禅
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

円
耳
の
『
諮
詢
仏
法
録
』
に
対
し
て
、
松
雲
大
師
が
そ
の
回
答
と
し
て
詩
文
を
贈
っ
て

い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
本
論
で
筆
者
は
『
四
溟
堂
大
師
集
』
に
所
収
さ
れ
て
い

る
詩
文
の
内
、「
五
山
三
倭
僧
来
見

因
問
禅
宗
綱
領
以
無
頭
話
贈
」
の
三
首
及
び
「
贈

日
本
円
耳
教
師
三
」
の
三
首
が
相
当
す
る
と
考
え
、
そ
れ
ら
の
詩
文
の
内
容
を
読
み
解
い

た
。
そ
の
結
果
、
松
雲
大
師
の
円
耳
に
対
す
る
真
摯
な
態
度
と
深
い
思
い
や
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、『
行
状
』
に
松
雲
大
師
の
弟
子
妙
見
禅
師
が
翌
年
来
日
し
、

円
耳
を
訪
ね
て
松
雲
大
師
の
詩
文
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」

の
一
首
、
ま
た
は
三
首
が
、
松
雲
大
師
が
帰
国
し
て
か
ら
円
耳
を
想
っ
て
創
作
し
た
詩
文

と
推
察
し
た
。
い
ず
れ
も
禅
を
極
め
る
手
法
と
境
地
を
端
的
に
詩
文
に
表
し
た
も
の
で
、

臨
済
宗
の
禅
僧
ら
し
い
内
容
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。

松
雲
大
師
は
文
禄
・
慶
長
の
役
（
壬
辰
倭
乱
）
の
戦
後
処
理
の
為
に
訪
れ
た
敵
国
に
お

い
て
、
円
耳
を
は
じ
め
、
多
く
の
僧
侶
達
に
詩
文
を
贈
っ
て
深
い
交
流
を
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
恐
ら
く
、
円
耳
の
心
の
中
で
は
松
雲
大
師
は
臨
済
宗
の
僧
侶
と
し
て
の

大
善
知
識
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
と
し
て
器
の
大
き
な
人
物
と
受
け
止
め
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
円
耳
が
後
に
天
海
和
尚
に
見
い
だ
さ
れ
る
訳
だ
が
、
天
海
和
尚
の
耳
に
も
円

耳
が
松
雲
大
師
に
「
日
本
教
師
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
名
声
と
し
て
届
い
て
い
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
円
耳
は
天
海
和
尚
の
仲
介
に
よ
り
家
康
に
面
会
し
、
興
聖
寺
は
世
良

田
長
楽
寺
の
葉
上
派
門
下
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
興
聖
寺
は
江
戸
時
代
の
幕
藩
寺
社
体
制

の
中
に
収
ま
り
、
禅
教
の
寺
と
し
て
二
百
年
余
り
続
く
わ
け
で
あ
る
。

『諮
詢
仏
法
録
』
は
朝
鮮
僧
、
松
雲
大
師
に
円
耳
と
い
う
学
僧
の
存
在
を
伝
え
、
ま
た

互
い
に
臨
済
僧
と
し
て
の
法
脈
を
深
め
る
役
割
を
果
た
し
た
。
さ
ら
に
円
耳
が
『
諮
詢
仏

法
録
』
を
松
雲
大
師
に
提
出
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
時
の
権
力
者
等
に
円
耳
の

名
声
が
届
き
、
そ
の
後
の
興
聖
寺
の
歴
史
を
形
作
っ
て
い
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

註(1
)
『興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』（
二
〇
一
六
）
に
は
『
諮
詢
仏
法
録
』
の
他
、『
興
聖
開

山
虚
応
和
尚
行
状
』、『
般
若
心
経
註
解
』
の
翻
刻
（
註
を
含
む
)・
訓
読
も
掲
載
。
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(2
)
惟
政
（
一
五
四
四
袞
一
六
一
〇
）
は
俗
名
が
任
氏
、
堂
号
が
四
溟
、
雅
号
を
松
雲
と
い
い
、

四
溟
大
師
と
も
呼
ば
れ
た
。

(3
)
書
誌
情
報
は
既
に
「
臨
済
宗
円
通
寺
興
聖
寺
蔵
円
耳
了
然
撰
『
諮
詢
仏
法
録
』
解
題
」

（
前
掲
、『
興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』）
で
述
べ
た
が
、『
興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』
は

私
家
版
で
入
手
困
難
な
こ
と
を
懸
念
し
、
再
度
こ
こ
に
記
す
。

(4
)
｢松
雲
大
師
従
㆓

朝
鮮
㆒

来
。
有
㆑

旨
館
㆓

京
都
本
法
寺
弌
耳
便
述
㆓

仏
法
綱
要
十
則
弌
呈
㆓

于

雲
大
師
弌
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
四
、
一
八
一
頁
下
）

(5
)
｢高
麗
僧
、
径
山
住
惟
政
大
師
、
偶
遊
㆓

于
此
方
丕
耳
和
尚
得
㆑

時
而
不
㆑

怠
、
謁
㆓

政
大
師

之
旅
館
丕
呈
㆓

露
見
解
丕
括
㆓

諸
録
之
綱
要
丕
捧
㆓

数
個
之
問
書
丕
問
答
往
復
文
筆
走
㆑

玉
、
政
大

師
大
器
㆓

許
焉
弌
」（『
慈
眼
大
師
全
集
』
上
、
二
九
三
頁
）

(6
)
｢五
山
三
倭
僧
来
見

因
問
禅
宗
綱
領
以
無
頭
話
贈
」（『
韓
国
佛
教
全
書
』
八
、
八
袞
七

〇
頁
中
）

(7
)
｢十
年
孟
春
、
径
山
の
三
十
七
世
松
雲
大
師
、
朝
鮮
よ
り
来
る
。
旨
有
（
り
）
て
、
都
下

の
本
法
寺
に
館
す
。
師
、
思
惟
す
ら
く
、
従
上
の
諸
師
、
法
の
為
に
山
川
を
踏
み
、
滄
波
を
渉

る
。
我
れ
今
幸
（
い
）
に
万
里
を
踰
え
ず
し
て
、
坐
（
し
な
が
）
ら
異
朝
の
宗
師
を
迎
う
。
宿

に
良
因
を
植
る
に
非
ん
ば
、
争
か
萍
水
相
逢
う
を
得
ん
や
。
便
ち
仏
法
の
綱
要
十
条
を
述

（
べ
）
て
、
南
禅
の
仙
巣
長
老
を
价
し
て
、
雲
に
諮
詢
す
。」（『
興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』、

九
頁
、
一
一
頁
）

(8
)
註
3
と
同
様
に
「
解
題
」
に
掲
載
し
た
内
容
に
少
し
修
正
を
加
え
た
も
の
を
記
す
。

(9
)
『諮
詢
仏
法
録
』
に
は
記
載
が
無
い
が
、『
行
状
』
に
は
「
十
九
に
し
て
日
蓮
（
の
）
下
の

意
束
老
人
を
礼
し
て
髪
を
薙
る
。（
中
略
）
尋
で
妙
満
寺
の
日
重
上
人
に
就
（
い
）
て
台
教
の

玄
義
文
句
を
聴
く
。」（『
興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』
三
頁
、
五
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
、『
続

日
本
高
僧
伝
』「
円
耳
伝
」
に
も
「
十
九
歳
。
従
㆓

日
蓮
宗
意
束
㆒

剃
染
。
尋
謁
㆓

妙
満
寺
日
重
弌

聴
㆓

玄
義
文
句
弌
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
四
、
一
八
一
頁
上
）

(
)
『慈
眼
大
師
全
集
』
上
、
二
九
三
頁
。

10(
)
李
元
植
「
講
和
使
僧
松
雲
大
師
と
日
朝
善
隣
外
交
」（
仲
尾
宏
・
曺
永
禄
編
『
朝
鮮
義
僧

11将
・
松
雲
大
師
と
德
川
家
康
』、
明
石
書
房
、
二
〇
〇
二
）
二
五
〇
頁
。

(
)
何
宇
鳳
「
国
交
再
開
期
に
お
け
る
松
雲
大
師
の
活
動
と
そ
の
意
義
」（
同
上
、『
朝
鮮
義
僧

12将
・
松
雲
大
師
と
德
川
家
康
』）
三
一
二
頁
。
し
か
し
日
本
の
資
料
『
鹿
苑
日
録
』
に
は
「
慶

長
十
年
正
月
元
旦
」
に
「
高
麗
使
卒
旧
冬
悉
上
洛
」（『
慈
眼
大
師
全
集
』
上
、
二
二
〇
頁
下
）

と
あ
る
。
ま
た
『
行
状
』
に
は
「
十
年
孟
春
、
径
山
の
三
十
七
世
松
雲
大
師
、
朝
鮮
よ
り
来

る
」（
九
頁
）
と
あ
る
。
さ
ら
に
『
続
日
本
高
僧
伝
』「
円
耳
伝
」
も
「
十
年
正
月
」
で
あ
る
。

(
)
『興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』、
一
一
頁
。

13(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
四
、
一
八
一
頁
下
。

14(
)
『慈
眼
大
師
全
集
』
上
、
二
九
三
頁
。

15(
)
『興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』、
一
一
頁
。

16(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
四
、
一
八
一
頁
下
。

17(
)
康
東
均
「
溟
堂
惟
政
の
思
想
的
位
相
に
関
す
る
考
察
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
〇
袞

18二
、
二
〇
〇
八
）
九
八
六
頁
。
松
雲
大
師
が
禅
教
一
致
の
思
想
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
鄭
柄
朝

「
松
雲
大
師
惟
政
の
思
想
と
仏
教
史
的
位
置
」（
前
掲
、『
朝
鮮
義
僧
将
・
松
雲
大
師
と
德
川
家

康
』）
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(
)
天
海
は
「
抑
耳
和
尚
之
為
人
也
。
研
㆓

究
諸
経
論
丕
全
非
㆓

他
数
墨
之
儔
丕
何
敢
守
㆑

株
乎
、

19天
質
自
然
具
㆓

足
禅
機
㆒

」（『
慈
眼
大
師
全
集
』、
二
九
三
頁
）
と
言
い
、
円
耳
が
禅
宗
と
教
学

の
ど
ち
ら
に
も
秀
で
た
人
物
と
記
し
て
い
る
。

(
)
『興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』、
九
頁
、
一
一
頁
、
一
三
頁
。

20(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
四
、
一
八
一
頁
下
。

21(
)
李
元
植
、
前
掲
、
二
五
〇
袞
二
五
一
頁
。

22(
)
｢日
本
国
権
大
僧
都
恩
円
耳
禅
師
」
の
「
恩
」
は
不
要
か
。「
尊
号
」
は
「
道
号
」
か
。

23「
無
染
」
の
前
に
「
以
」
が
必
要
か
。「
凝
古
作
近
体
」
の
「
凝
」
は
「
擬
」
か
。（
以
上
、
李

元
植
、
前
掲
、
二
五
〇
頁
参
照
）

(
)
『四
溟
堂
大
師
集
』
の
初
版
行
本
は
現
在
所
在
不
明
。
東
国
大
学
出
版
『
四
溟
堂
大
師
集
』

24（
二
〇
一
四
）
は
、
一
六
五
二
年
に
性
一
が
重
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
、
国
際
仏
教
学
大

学
院
大
学
博
士
課
程
在
学
、
曺
勢
仁
氏
に
ご
教
示
頂
い
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

(
)
『興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』、
一
一
頁
。

25
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(
)
『大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
四
、
一
八
一
頁
下
。

26(
)
｢五
山
三
倭
僧
来
見

因
問
禅
宗
綱
領
以
無
頭
話
贈
」
に
関
し
て
、
円
耳
撰
『
諮
詢
仏
法

27録
』
の
存
在
を
ご
存
じ
な
か
っ
た
上
村
観
光
氏
は
「
五
山
の
僧
は
、
彼
ら
の
力
量
を
観
む
た
め

に
一
語
を
求
め
た
の
で
あ
ら
う
が
、
却
て
彼
ら
に
一
挨
を
下
さ
れ
た
る
の
観
が
あ
る
」
と
述
べ

る
。（『
五
山
文
学
全
集
』
別
巻
、
一
二
八
一
頁
）

(
)
『韓
国
佛
教
全
書
』
八
、
七
二
頁
上
袞
中
。

28(
)
李
植
元
氏
は
「
若
干
の
異
同
」（「
住
↓
在
」、「
似
↓
以
」
に
つ
い
て
指
摘
な
し
）
に
つ
い

29て
「
こ
の
墨
跡
に
書
か
れ
た
字
句
が
、
後
日
刊
行
さ
れ
た
「
四
溟
堂
集
」
に
は
、
修
正
が
加
え

ら
れ
た
に
違
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。（
李
植
元
、
前
掲
、
二
五
一
頁
）

(
)
円
耳
に
関
わ
る
詩
文
六
首
の
訓
読
及
び
解
釈
に
つ
い
て
は
、
禅
僧
で
も
あ
る
木
村
清
孝
先

30生
か
ら
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

(
)
｢門
開
三
觀
莫
遲
留
。
得
路
行
行
到
始
休
。
鑑
像
照
心
無
所
住
。
樓
鐘
出
礙
有
來
由
。
頂

31中
具
眼
如
天
主
。
肘
後
分
符
似
國
侯
。
應
世
度
生
游
幻
海
。
月
船
風
棹
駕
濤
頭
」（「
威
徳
自
在

菩
薩
章
」『
宏
智
禅
師
広
録
』、『
大
正
蔵
』
四
八
、
八
四
中
）

(
)
『韓
国
佛
教
全
書
』
八
、
七
一
頁
中
。

32(
)
同
上
。

33(
)
何
宇
鳳
、
前
掲
、
三
一
九
頁
。

34(
)
同
上
。

35(
)
｢類
し
て
等
し
か
ら
ず
」（「
白
馬
入
蘆
花
、
銀
碗
裏
盛
雪
」、『
碧
厳
録
』、『
大
正
蔵
』
四

36八
、
一
五
三
中
）

(
)
李
植
元
氏
は
「
贈
日
本
円
耳
教
師
三
」
の
み
が
松
雲
大
師
か
ら
円
耳
に
贈
っ
た
も
の
と
し
、

37「
五
山
三
倭
僧
来
見

因
問
禅
宗
綱
領
以
無
頭
話
贈
」
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。（
李
元
植
、

前
掲
、
二
四
六
頁
袞
二
五
一
頁
）

(
)
南
山
鼈
鼻
蛇
＝
南
山
に
い
る
鼻
の
ひ
し
ゃ
げ
た
毒
蛇
（『
碧
巌
録
』
巻
一
第
五
則
、
巻
三

38第
二
十
一
則
）

(
)
『韓
国
佛
教
全
書
』
八
、
七
一
頁
中
。

39(
)
鉗
鎚
＝
禅
匠
が
修
行
者
を
き
た
え
る
手
段
。（『
禅
語
辞
典
』）

40

(
)
野
狐
精
＝
「
や
こ
ぜ
い
」。
野
狐
の
物
の
怪
、
ま
た
は
そ
れ
に
取
り
憑
か
れ
た
者
。（『
禅

41語
辞
典
』）

(
)
『韓
国
佛
教
全
書
』
八
、
七
一
頁
下
。

42(
)
『韓
国
佛
教
全
書
』
八
、
七
一
頁
下
。

43(
)
『四
溟
堂
大
師
集
』
巻
七
、「
次
承
兌
韻
」（『
韓
国
佛
教
全
書
』
八
、
七
一
頁
上
）

44(
)
何
宇
鳳
、
前
掲
、
三
一
九
頁
。

45(
)
『興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』、
一
三
頁
。

46参
考
文
献

『興
聖
寺
開
山
四
百
回
忌
記
念
』（
興
聖
寺
、
二
〇
一
六
）

『続
日
本
高
僧
伝
』「
円
耳
伝
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
一
〇
四
）

『慈
眼
大
師
全
集
』
上
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
一
）

『鹿
苑
日
録
』
四
十
四
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
二
）

『五
山
文
学
全
集
』
別
巻
（
思
文
閣
、
一
九
七
三
）

『四
溟
堂
大
師
集
』
七
（『
韓
国
佛
教
全
書
』
八
、
東
国
大
学
、
二
〇
一
四
）

李
元
植
「
講
和
使
僧
松
雲
大
師
と
日
朝
善
隣
外
交
」（
仲
尾
宏
・
曺
永
禄
編
『
朝
鮮
義
僧
将
・
松

雲
大
師
と
德
川
家
康
』、
明
石
書
房
、
二
〇
〇
二
）

何
宇
鳳
「
国
交
再
開
期
に
お
け
る
松
雲
大
師
の
活
動
と
そ
の
意
義
」（
同
上
）

康
東
均
「
溟
堂
惟
政
の
思
想
的
位
相
に
関
す
る
考
察
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
〇
袞
二
、
二

〇
〇
八
）
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【
翻
刻
文
】

[凡
例
]

・
漢
字
表
記
に
関
し
正
字
に
統
一
す
る
。

・
割
註
に
は
（

）
を
付
す
。

・
原
文
に
は
無
い
が
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
文
や
語
句
の
区
切
り
に
適
宜
「
○
」
を
付
す
。

001
諮
詢
佛
法
録

002

日
本
國
城
州
興
聖
精
舎
沙
門
圓
耳
了
然
。
稽
首
和
南
。

003

獻
上
疑
問
一
十
條
。
請
判
是
非
。

004
第
一
。
見
性
悟
道
。
請
判
是
非
。

005
問
。
如
何
是
佛
。
即
心
即
佛
。
無
念
是
道
但
無
生
。
心

006
是
非
能
處
。
無
動
念
百
思
想
。
心
無
一
法
可
得
。
無

007
一
行
可
修
。
心
本
是
佛
。
佛
本
是
心
也
。
圓
覺
經
曰
。

008
一
切
衆
生
本
有
圓
成
佛
矣
。
若
百
物
不
思
令
念

009
絶
者
。
名
為
自
縛
。
謂
眼
見
色
境
。
心
不
染
着
。

010
名
為
無
念
。
耳
聞
声
境
。
心
不
染
著
。
名
為
無

011
念
。
乃
至
意
取
法
境
。
心
不
染
着
。
名
為
無
念
。
但
浄
本
心
。
便
六
識
從
六
根
走

出
。
於
六
塵

012
中
無
染
無
着
來
去
自
由
。
即
是
自
在
解

013
脱
。
名
無
念
行
。
壇
經
曰
。
若
百
物
不
思
當

014
令
念
絶
。
即
是
法
縛
。
即
名
邊
見
云
云
。
稽

015
首
請
判
是
非
。

016
第
二
。
教
外
別
傳
。
請
判
是
非

017
問
。
如
何
教
外
別
傳
。
是
有
二
義
。
一
者
。
達
磨

018
大
師
受
法
。
天
竺
躬
至
東
土
。
見
於
學
人
多

019
未
得
法
。
唯
以
名
数
為
解
。
以
事
相
為
行
。

020
欲
令
知
月
不
在
指
法
是
我
心
故
。
但
以
心
傳

021
心
不
立
文
字
。
顯
宗
破
執
故
有
斯
言
。
非
離

022
文
字
説
解
脱
也
。
故
教
授
得
意
之
者
。
即
頻
讃

023
金
剛
楞
伽
云
。
此
二
經
是
我
心
要
。（
宗
密
禪
師
禪
源
集
義
也
。
宗
鏡
録

024
祖
庭
事
苑
義
同
之
）。
二
者
。
文
殊
般
若
云
。
惣
持
（
本
分
）
無
文
字
。

025
(教
指
）
文
字
顯
惣
持
矣
。
然
惣
持
無
文
字
。
則

026
達
磨
契
之
。
而
離
文
字
直
指
也
。
文
字
顯
惣

027
持
。
則
諸
宗
即
之
。
而
以
文
字
引
道
也
。（
中
峯
和
尚

028
廣
録
義
也
。
日
本
上
古
禪
師
皆
用
此
義
也
）。
稽
首
請
判
是
非
。

029
第
三
。
既
云
不
用
文
字
而
用
言
句
。
請
判
是
非
。

030
問
。
言
不
依
文
字
直
指
之
禪
者
。
達
磨
三

031
論
。
三
祖
信
心
銘
。
六
祖
壇
經
。
幷
禪
師

032
諸
録
滿
於
天
下
。
何
云
教
外
別
傳
耶
。

033
今
言
。
禪
師
言
句
繁
多
。
唯
佛
法
示
不
有

034
言
句
上
。
都
非
如
教
釋
假
言
句
詮
弁
也
。
問
。

035
若
尓
者
。
諸
録
中
引
諸
大
乘
經
述
祖
意
何
耶
。

036
答
。
若
是
眞
実
有
處
契
證
之
人
。
豈
惟
大
乘

037
經
論
之
語
。
能
契
達
磨
之
禪
。
但
是
麤
言
輭

038
語
。
至
如
風
起
雨
滴
。
未
有
不
與
達
磨
禪
相
契
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039
者
。
稽
首
請
判
是
非
。

040
第
四
。
禪
門
本
分
生
佛
未
分
位
。
請
判
是
非
。

041
達
磨
處
傳
直
指
之
禪
。
不
假
言
句
。
其
儘
直
示
。

042
故
不
渉
法
門
義
理
。
不
渉
情
識
。
分
別
。
無
為
。
計

043
較
。
安
排
。
放
下
一
切
義
理
。
就
不
及
心
識
処
令
参
決
。

044
故
云
。
生
佛
未
分
位
。
不
同
教
門
明
生
滅
眞
如
二
門
。

045
破
妄
法
成
始
覺
。
自
始
覺
入
本
覺
。
自
本
覺
入
眞
如

046
而
巳
。
稽
首
請
判
是
非
。

047
第
五
。
禪
門
不
立
修
行
用
心
。
請
判
是
非
。

048
禪
門
本
分
在
凡
不
減
在
聖
不
増
。
人
々
具
足
箇

049
箇
圓
成
。
是
故
善
知
識
見
機
縁
直
下
契
當
。
故

050
或
示
即
心
即
佛
。
或
示
庭
前
柏
樹
子
。
或
行
棒
或

051
下
喝
。
皆
是
本
分
直
示
也
。
學
者
受
之
直
下
大

052
悟
也
。
不
同
教
家
立
解
行
證
。
修
行
用
心
也
。
問
。

053
縦
令
直
下
大
悟
凡
執
難
斷
。
不
用
修
行
如
何

054
契
當
本
分
。
答
。
不
假
修
行
直
本
分
契
當
人
。

055
不
及
論
之
。
若
聞
本
分
法
門
。
雖
有
信
解
無
想
。

056
應
分
人
無
方
便
中
立
方
便
。
無
修
證
中
立
修
證
。

057
請
判
是
非
。

058
第
六
。
法
界
平
等
無
解
無
證
中
。
假
立
解
悟

059
證
悟
。
請
判
是
非
。

060
聞
本
分
法
門
。
學
者
信
解
云
解
悟
矣
。
本
分
契
當

061
云
證
悟
也
。
解
了
本
分
為
易
。
證
本
分
為
難
許
。
老

062
胡
知
不
許
。
老
胡
會
是
也
。
當
世
禪
師
多
信
解
分

063
際
。
謂
證
悟
句
到
分
際
。
謂
意
到
本
分
相
應
斷

064
絶
。
顚
倒
妄
想
熾
然
。
今
一
何
不
愍
哉
。
一
何
不
愍
哉
。

065
佛
法
正
傳

大
師
垂
大
慈
悲
。
令
法
燈
傳
授
為
法
。

066
施
利
可
謂
博
大
殊
勝
焉
。
並
問
。
禪
源
集
中
建
立

067
漸
修
頓
悟
。
頓
修
漸
悟
。
漸
修
漸
悟
。
頓
修
頓
悟
。
四
句
接

068
於
一
切
於
臨
濟
宗
。
無
修
證
中
修
證
許
。
此
義
如
何
。

069
又
日
本
古
德
中
。
以
慧
能
禪
師
接
頓
悟
漸
修
中
。
謂

070
於
五
祖
下
解
本
來
無
一
物
者
。
頓
悟
也
。
厥
後
剃
髪

071
受
戒
學
佛
法
者
漸
修
也
。
此
義
可
不
。
又
問
。
以
能
師

072
屬
頓
悟
漸
修
者
。
本
分
解
了
分
際
。
云
得
法
歟
不
審
。

073
又
問
。
以
能
師
屬
頓
悟
漸
修
者
。
以
誰
人
可
云
頓
悟

074
頓
修
耶
。
稽
首
請
判
是
非
。

075
第
七
。
宗
密
禪
師
教
立
三
宗
。
禪
立
三
宗
。
配
對
相

076
符
。
於
臨
濟
宗
許
此
義
不
。
請
判
是
非
。

077
宗
密
禪
師
禪
教
各
立
三
宗
。
禪
三
宗
者
謂
。
一
息
妄
修
心
宗

078
(北
秀
等
門
下
）。
二
泯
絶
無
寄
宗
（
牛
頭
等
門
下
）。
三
直
顯
心
性
宗
（
荷
澤

079
等
門
下
）。
教
三
宗
者
。
一
密
意
依
性
説
相
教
（
此
一
教
中
自
有
三
類
。
一
人
天
因
果

教
。
二
斷

080
或
滅
苦
教
。
三
將
識
破
境
教
）。
二
密
意
破
相
顯
性
教
。
三
顯
示
眞
心
即
性
。

081
教
經
論
廣
博
統
唯
三
宗
。
禪
門
種
多
統
唯
三
宗
。

082
配
對
相
符
方
成
圓
見
云
々
。
今
問
。
臨
濟
宗
許
此
義
耶
。

083
謂
言
教
以
文
字
顯
本
分
。
與
禪
門
不
立
文
字
直
示
本
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084
分
。
雖
有
不
同
。
處
顯
之
理
。
不
出
此
三
義
故
。
又
不
尓
耶
。

085
稽
首
請
判
是
非
。

086
第
八
。
法
眼
荷
澤
。
以
心
為
名
以
知
為
躰
。
臨
濟
宗
許

087
此
義
否
。
請
判
是
非
。

088
宗
鏡
録
曰
。
以
心
為
宗
。
禪
門
正
脉
且
心
是
名
以
知
為

089
躰
。
此
是
靈
知
性
自
神
解
。
不
同
妄
識
依
縁
詫
境
作

090
意
。
而
知
又
不
同
大
虚
空
廓
斷
。
滅
無
知
云
々
。
又
禪
源

091
集
曰
。
知
之
一
字
衆
妙
之
門
。
言
知
者
不
是
證
知
。
意
説

092
眞
性
不
同
虚
空
木
石
。
故
云
知
也
。
非
如
縁
境
分
別

093
之
識
。
非
如
照
躰
了
達
之
智
。
直
是
眞
如
之
性
自

094
然
常
知
。
又
曰
。
黙
傳
心
即
者
唯
黙
知
字
。
至
荷
澤
時

095
恐
宗
旨
滅
絶
。
遂
言
知
之
一
字
衆
妙
之
門
云
々
。
今
問
。

096
臨
濟
宗
用
於
本
心
。
不
以
言
句
談
知
之
義
。
黙
傳
心
印

097
歟
。
亦
許
此
義
歟
。
稽
首
請
判
是
非
。

098
第
九
。
本
分
契
當
。
唯
共
作
一
佛
不
。
請
判
是
非
。

099
伺
經
論
意
眞
如
一
理
。
衆
生
妄
執
薫
習
故
。
各
々
着

100
別
。
又
諸
佛
慈
悲
薫
習
故
。
各
々
着
別
云
々
。（
煩
重
故
不
引
之
）。
又

101
禪
門
宗
鏡
録
意
同
之
。
謂
問
。
只
共
作
一
佛
。
不
能
各

102
各
自
成
。
答
。
不
共
作
一
佛
。
不
各
々
自
成
。
此
義
難
了
。
試

103
挙
喩
看
。
如
國
清
寺
法
界
也
。
住
寺
僧
古
佛
也
。
遠
人
暫

104
遊
暫
感
佛
也
。
他
日
愛
慕
剃
髪
配
寺
。
國
清
即
我
寺
也
。

105
五
峰
松
径
臺
殿
房
廊
悉
我
有
也
。
頓
得
受
用
不
減
佗

106
物
成
我
家
也
。
不
人
々
別
造
寺
也
。
不
共
佗
分
一
寺
也
。
分

107
即
随
人
去
。
常
住
法
界
不
可
分
也
。
乃
至
本
師
積
功
。
薫

108
修
慈
善
根
力
。
令
一
切
衆
生
自
心
處
見
云
々
。
禪
教
意

109
共
同
焉
。
於
臨
濟
宗
如
何
弁
之
耶
。
稽
首
請
判
是

110
非
。

111
第
十
。
予
坐
禪
中
。
慧
能
禪
師
光
來
印
可
悟
道
。
請

112
判
是
非
。

113
予
慶
長
四
年
（
巳
亥
）
暦
九
月
朔
日
二
更
。
坐
禪
中
老

114
和
尚
將
伴
僧
二
人
來
。
伴
僧
告
我
曰
。
此
老
和
尚
曹
渓

115
慧
能
大
禪
師
。
汝
一
心
皈
依
大
師
。
今
汝
悟
道
為
印

116
可
。
未
臨
此
処
干
時
。
老
和
尚
問
予
曰
。
依
馬
鳴
菩
薩
。

117
心
躰
離
念
相
語
。
為
悟
道
者
。
汝
禪
師
耶
。
予
答
曰
。

118
本
來
無
念
相
。
云
何
離
念
相
。
本
來
圓
成
佛
。
云
何

119
得
悟
道
。
老
和
尚
即
印
可
曰
。
可
離
無
念
相
。
是
眞
離
念
相
。
可
證
無

120
悟
道
。
是
眞
得
悟
道
。
汝
傳
法
相
續
。
勿
斷
絶
佛
種
。
言

121
畢
不
見
矣
。
我
猶
夢
悟
。
密
閲
檀
經
。
善
知
識
後
代
得

122
吾
法
者
。
常
見
吾
法
身
不
離
汝
左
右
云
々
。
是
言
実

123
有
處
謂
哉
。
今
問
。
應
有
此
道
難
否
。
以

大
師
開
示

124
倍
可
信
此
義
。
予
閲
起
信
論
。
旦
有
處
以
。
某
歳
十
九

125
而
自
出
家
。
列
釋
氏
。
勤
勉
台
教
十
年
日
。
夜
不
懈

126
得
誦
三
大
章
疏
六
十
巻
。
幷
三
十
餘
部
俱
舎
等
。

127
尓
後
他
學
徒
日
夜
講
臺
教
十
有
二
年
。
積
功
累

128
德
不
脱
教
綱
。
都
無
佛
法
解
。
依
之
檢
諸
章
疏
。
或

129
時
起
信
論
當
離
念
相
之
句
。
得
信
解
分
際
。
又
集
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130
禪
録
五
十
餘
部
。
誦
之
。
験
得
起
信
論
解
。
當
此
時
密

131
作
坐
禪
工
夫
。
砌
轉
見
此
靈
瑞
。
古
人
法
重
者
。
永
嘉

132
因
閲
維
摩
悟
佛
心
宗
。
而
見
六
祖
嗣
法
。
黄
蘗
悟

133
馬
祖
意
。
見
百
丈
嗣
法
。
予
今
幸
不
渡
萬
里
。
坐
値

134
径
山

大
善
知
識
。
不
宿
世
因
縁
何
預
此
事
。
垂
大

135
慈
悲
令
大
法
傳
授
。
其
德
何
可
思
量
。
稽
首

136
請
判
是
非
。

137
予
積
年
惟
。
何
幸
此
身
値
遇
大
法
心
薫
佛
法
。

138
猶
根
縁
浅
。
無
正
傳
師
。
諮
詢
無
地
。
如
犢
思
乳
。

139
快
哉
。
不
意
逢
善
知
識
。
如
一
眼
亀
値
浮
木
孔
。

140
上
士
慈
悲
傳
授
大
法
。
法
施
功
德
不
可
思
量
。

141
如
來
説
曰
。
財
施
有
盡
。
法
施
無
盡
、
致
菩
提
故
。

142
諮
詢
佛
法
録
。

143
日
本
慶
長
第
十
龍
集
（
乙
巳
）
暦
二
月
朔
日
。
沙
門
圓
耳
了
然
。
稽
首
和
南
。
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